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あなたの声！！あなたの声！！

私たちの未来私たちの未来
最優秀賞！！最優秀賞！！

落下ＮＯ！落下ＮＯ！

今月の表紙紹介
P16

どんな
質問したの？
どんな
質問したの？

注目記事
トピックス

P2~7P2~7

伊江村議会事務局

女性の活躍！！
ダブル金賞！！

うれしいッちゅん！！
（0980）49-2924 伊江村議会事務局
議会や議会広報に関してご意見やご要望をお寄せ下さい。

読みやすいユニバーサルデザインフォントを
使用しています。

印刷インキに植物由来の原料を配合して、
温室効果ガスの発生を低減しています。

生年月日 昭和2年生　満96歳
行政区・屋号 東江前・グスクマンヤー

名　　前

　昨年カジマヤーを迎え、ますます元気な梅栄
さんです。来苑されると新聞２紙にゆっくり目
を通され、掲載記事について自分なりの意見を
述べられます。先日は「首里城が復元されたら
見に行きたいな」とおっしゃっています。ゲー
ムでは「うり！うり！うり！」と身を乗り出し
て熱くなることもしばしば。

職員からみた梅栄さん

城 間 梅 栄
しろ      ま      ばい    えい

題 字 記 入 者



一般質問の詳細については、ホームページの第９回定例会をご覧ください

ここここを問うを問う

議会広報 いえそん
No.184   3 月号 2

　
伊
江
村
の
島
ら
っ
き
ょ
う
は
、
平
成
19

年
12
月
26
日
に
沖
縄
県
の
農
林
水
産
戦
略

品
目
の
拠※

１
点
産
地
に
認
定
さ
れ
、
新
型
コ

ロ
ナ
等
の
影
響
に
よ
り
、
暴
落
し
て
い
た

価
格
も
回
復
し
県
内
外
か
ら
島
ら
っ
き
ょ

う
の
有
名
産
地
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
生
産
者
は
高
齢
者
が
多
く
後

継
者
の
育
成
に
よ
る
生
産
規
模
拡
大
や
高

齢
者
の
生
産
を
維
持
す
る
に
は
、
種
苗
と

出
荷
調
整
等
の
冷
蔵
保
管
、
植
付
け
・
収

穫
時
の
機
械
化
に
よ
る
農
作
業
の
軽
減
が

重
要
に
な
る
。
そ
こ
で
２
点
ほ
ど
伺
う
。

問　
島
ら
っ
き
ょ
う
に
対
す
る
村
独
自

の
支
援
や
補
助
事
業
は
あ
る
か
。

答　
村
長

 

本
村
は
島
ら
っ
き
ょ
う
の
拠
点
産
地
と

し
て
広
く
認
知
さ
れ
、
令
和
４
年
度
の
10

ア
ー
ル
当
た
り
の
販
売
額
は
過
去
最
高
を

記
録
し
て
い
る
。

　
一
方
、
生
産
出
荷
体
制
に
つ
い
て
は
Ｊ

Ａ
等
の
組
織
出
荷
と
比
較
し
、
年
々
個
人

出
荷
が
増
加
し
て
い
る
。
拠
点
産
地
に
求

め
ら
れ
る
「
組
織
力
」「
定
時
・
定
量
・

定
品
質
」
の
出
荷
原
則
に
基
づ
き
、
市
場

か
ら
信
頼
さ
れ
る
産
地
の
形
成
に
は
、
新

た
な
生
産
団
体
の
立
ち
上
げ
を
含
め
、
組

織
と
し
て
の
品
質
管
理
や
既
存
補
助
金
の

活
用
等
に
よ
る
取
組
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。
現
時
点
に
お
い
て
一
括
交
付
金
等

を
活
用
し
た
村
独
自
の
島
ら
っ
き
ょ
う
に

対
す
る
補
助
事
業
は
な
い
。

問　
Ｊ
Ａ
が
村
か
ら

指
定
管
理
し
て
い
る

伊
江
村
農
産
物
第
二

集
出
荷
セ
ン
タ
ー
内

の
冷
蔵
施
設
は
、
耐

用
年
数
を
超
過
し
て

い
る
が
、
改
修
や
新

た
な
施
設
整
備
の
計

画
は
あ
る
か
。

答　
村
長

 
伊
江
村
農
産
物
第

２
集
出
荷
セ
ン
タ
ー

は
平
成
２
年
度
に
民
生
安
定
施
設
整
備
事

業
で
竣
工
し
、耐
用
年
数
は
建
屋
が
38
年
、

付
帯
設
備
の
冷
蔵
庫
冷
蔵
施
設
が
15
年
と

な
っ
て
お
り
、
冷
蔵
施
設
は
大
幅
に
耐
用

年
数
を
超
過
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
昨

年
度
は
ド
ア
及
び
天
井
の
修
繕
、
今
年
は

冷
蔵
機
械
が
故
障
し
修
繕
を
行
っ
て
運
用

を
図
っ
て
い
る
。
現
在
、
具
体
的
な
冷
蔵

施
設
の
施
設
整
備
計
画
は
な
い
も
の
の
、

こ
れ
ま
で
の
島
ら
っ
き
ょ
う
の
保
管
状
況

や
今
後
の
島
ら
っ
き
ょ
う
の
生
産
振
興
を

図
る
上
で
も
、
Ｊ
Ａ
及
び
生
産
者
団
体
等

と
協
議
を
実
施
し
、
修
繕
ま
た
は
新
た
な

場
所
へ
の
新
設
を
含
め
検
討
を
進
め
て
い

る
。問　

令
和
４
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、

城
山
麓
の
公
衆
ト
イ
レ
設
置
に
つ
い
て
一

般
質
問
を
行
っ
た
が
、
答
弁
に
、
案
内
板

の
設
置
に
よ
る
誘
導
と
駐
輪
実
績
等
の

調
査
を
す
る
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
調
査
結

果
は
。
ま
た
、
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る

女
性
の
皆
様
か
ら
も
住
宅
地
か
ら
離
れ
た

地
域
に
公
衆
ト
イ
レ
設
置
の
要
望
が
あ
る

が
、
調
査
し
設
置
を
計
画
で
き
な
い
か
。

答　
村
長

 

観
光
地
や
公
園
等
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
な
が
ら
、
城
山
の
麓ふ

も
とも

目
視
に
よ
る

確
認
を
行
い
、
夏
休
み
期
間
中
に
自
転
車

や
バ
イ
ク
の
利
用
者
が
多
く
、
最
大
で
20

台
ほ
ど
が
駐
輪
し
、
修
学
旅
行
生
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
で
は
50
台
ほ
ど
駐

輪
を
確
認
し
て
い
る
。
城
山

中
腹
に
公
衆
ト
イ
レ
が
あ
る

旨
の
案
内
板
は
、
現
在
駐
輪

場
に
設
置
し
て
い
る
。
村
内

の
ト
イ
レ
の
あ
る
公
共
施
設

の
位
置
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

土
地
利
用
の
性
質
上
、
米
軍

提
供
施
設
用
地
や
農
振
農
用

地
を
避
け
る
よ
う
に
公
園
等

が
整
備
さ
れ
、
農
地
の
近
く

は
必
然
的
に
公
共
ト
イ
レ
が

存
在
し
な
い
場
所
が
多
い
状

況
で
あ
る
。

　

新
た
な
ト
イ
レ
の
設
置
に

つ
い
て
は
村
単
独
事
業
と
な

る
こ
と
や
、
観
光
客
等
が
多

く
訪
れ
る
公
園
等
と
比
較
し
、

低
い
利
用
率
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
公
共
事
業
と
し
て

の
妥
当
性
や
、
限
ら
れ
た
財

源
を
そ
の
時
々
の
社
会
情
勢

を
鑑
み
て
優
先
順
位
を
意
識

し
な
が
ら
事
業
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

時
点
に
お
い
て
、
計
画
は
な

い
。

島
しまぶくろ

袋   勉
つとむ

 議員

関
係
機
関
と
協
議
を
実
施
し
、
冷
蔵
庫
の
新
設
等
を
含
め
検
討
す
る

村長 島
ら
っ
き
ょ
う
の
拠
点
産
地
と
し
て
の
取
り
組
み
を

公
衆
ト
イ
レ
設
置
に
よ
る

女
性
観
光
客
・
農
業
従
事

者
に
優
し
い
環
境
を

村長  

現
時
点
に
お
い
て
、ト
イ

レ
設
置
の
計
画
は
な
い

※１ 拠点産地
産地の体制や意欲など一定の条件を満たす産地を「拠点産地」として沖縄県知事が認定し、生産農家、
ＪＡ、行政等が一体となって産地力の強化に努めている。

一
般
質
問

『ひっぱりくん』実演会『ひっぱりくん』実演会



村政村政 のの

3

問　
平
成
27
年
度
か
ら
「
沖
縄
県
軽
度
・

中
等
度
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
等
助
成
事

業
」
が
実
施
さ
れ
、
多
く
の
市
町
村
で
助
成

事
業
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
本
村
に
お
い

て
は
、
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
へ
の
支
援
措

置
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
難
聴

児
の
言
語
発
達
や
教
育
上
の
不
利
益
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
等
の

助
成
は
で
き
な
い
か
。

答　
村
長

　
県
内
で
は
、
28
市
町
村
で
同
助
成
事
業
を

活
用
し
、
本
村
で
は
平
成
27
年
度
の
事
業
施

行
か
ら
活
用
・
支
援
措
置
は
な
い
。
現
在
村

内
に
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
は
い
な
い
が
、

沖
縄
県
及
び
各
市
町
村
の
情
報
収
集
と
事
業

実
施
要
綱
の
整
備
を
進
め
、
補
聴
器
購
入
費

等
の
助
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
く
。

問　
本
村
で
は
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
は

存
在
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
難
聴
児

の
補
聴
器
助
成
事
業
の
申
請
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
適
正
な
支
援
措
置
が
遅
滞
す
る
こ

と
に
な
り
、
難
聴
児
と
そ
の
保
護
者
に
不
利

益
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
難
聴
児
が
い

る
、
い
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
難
聴
児
の
支
援

の
観
点
か
ら
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
助
成

制
度
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
感
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
難

聴
児
は
、
18
歳
未
満
が
対
象
と
な
る
が
高
校

生
に
つ
い
て
も
難
聴
児
が
い
な
い
の
か
。

答　
福
祉
課
長　
島
袋
裕
次

　
今
年
度
中
、
早
め
に
対
応
し
、
新
年
度
の

予
算
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
18
歳

未
満
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
把
握
し
て
い
な

い
。
実
態
の
把
握
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
難
聴
児
支
援
の
推
進
に
当
っ
て
は
、

早
期
の
補
聴
器
装
用
、
教
育
的
介
入
が
重
要

で
あ
り
、
福
祉
医
療
、
教
育
機
関
が
連
携
を

図
り
な
が
ら
難
聴
児
と
そ
の
保
護
者
に
対
し

て
き
め
細
や
か
な
適
切
な
対
応
を
講
じ
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
が
。

答　
福
祉
課
長　
島
袋
裕
次

　
福
祉
課
、
教
育
委
員
会
、
医
療
保
健
課
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
支
援
等

を
し
て
い
き
た
い
。

問　
県
内
の
複
数
の
市
町
村
が
加
齢
性
難

聴
者
を
対
象
に
補
聴
器
購
入
費
を
補
助
し
て

い
る
。
加
齢
性
難
聴
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
支
障
を
来
す
こ
と
で
日
常
生
活
を

不
便
に
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
聴
力
の
低

下
は
う
つ
病
や
認
知
症
の
危
険
因
子
に
な
る

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
補
聴
器
が
必
要

な
高
齢
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
日
常

生
活
を
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
加
齢
性
難
聴

者
へ
の
助
成
策
を
講
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。答　

村
長

　
村
で
実
施
し
た
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏

域
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、
「
耳
の
聞
こ
え
」
に

つ
い
て
、
回
答
者
の
う
ち
29
％
の
方
が
聞
こ

え
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。
全
国
的
に
も
本
助
成
事
業
を
実
施
す
る

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
実
施

市
町
村
の
要
綱
、
実
績
等
を
調
査
し
、
事
業

構
築
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
く
。

問　
今
回
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
回
収
率
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　
住
民
課
長　
平
敷
兼
清

　
対
象
者
１
，
３
７
５
人
で
、
現
在
の
と
こ

ろ
回
収
率
が
52
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　
本
村
の
65
歳
以
上
の
方
の
多
く
の
高

齢
者
が
日
常
生
活
で
何
ら
か
の
支
障
の
あ
る

難
聴
者
と
推
測
さ
れ
る
。
難
聴
は
高
齢
者
に

と
っ
て
、
と
て
も
身
近
な
健
康
問
題
と
言
え

る
。
助
成
制
度
の
創
設
に
向
け
て
今
後
ど
の

よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
て
い
く
の

か
。答　

住
民
課
長　
平
敷
兼
清

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
新
年
度
予
算

に
向
け
て
計
上
を
目
指
し
、
事
業
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
補
聴
器
購
入
費
用
の
助
成
に
よ
り
、

高
齢
者
そ
の
家
族
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
高
齢
者
に
と
っ
て
も
生
活
の
質
を
落
と

さ
ず
心
身
と
も
に
健
や
か
に
過
ご
せ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
認
知
症
の
予
防
、
健
康
寿
命

の
延
伸
、
ひ
い
て
は
医
療
費
の
抑
制
に
も
な

り
、
総
合
的
な
高
齢
化
福
祉
対
策
の
推
進
に

も
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
村
長
の
ご
意
見
を

伺
い
た
い
。

答　
村
長

　
４
月
の
新
年
度
に
向
け
て
、
要
綱
整
備
も

し
な
が
ら
、
予
算
化
を
し
、
平
等
に
補
助
制

度
が
確
立
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
。

新
年
度
予
算
に
向
け
て
、
要
綱
な
ど
を
整
備
し
て
い
く

村長 軽
度・中
等
度
難
聴
児
及
び
加
齢
性
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
等
に
対
す
る
助
成
制
度
は
で
き
な
い
か

宮
み や

城
ぎ

 弘
ひ ろ

和
か ず

 議員

耳かけ型の補聴器耳かけ型の補聴器
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問　
伊
江
村
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
は
、「
こ
ど
も
医
療
費
の
一
部
を
助

成
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
保
健
の
向
上
を

図
り
、
も
っ
て
子
供
の
健
全
な
育
成
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
と
平
成
６

年
６
月
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
28
年
11
月
施
行
の
、
こ
ど
も
医
療
費
助

成
事
業
現
物
給
付
実
施
要
綱
が
施
行
さ
れ
、

中
学
生
ま
で
窓
口
負
担
な
し
と
な
り
、
よ

り
医
療
が
受
け
や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ

た
。

　

し
か
し
、
中
学
卒
業
後
、
高
校
生
等

（
18
歳
を
迎
え
た
３
月
31
日
ま
で
）
医
療
費

無
料
と
な
っ
て
る
が
、
窓
口
に
て
一
時
立

替
払
い
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
持
ち
合
わ

せ
の
現
金
な
ど
の
不
安
か
ら
、
適
切
な
時

期
に
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ

る
と
思
う
が
、
高
校
生
等
ま
で
現
物
給
付

の
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
以
下
に

つ
い
て
伺
う
。

① 

北
部
圏
域
で
高
校
生
（
18
歳
）
ま
で
現

物
給
付
実
施
市
町
村
は
。

② 

現
物
給
付
拡
充
す
る
場
合
、
シ
ス
テ
ム

改
修
等
多
額
の
予
算
が
必
要
か
。

③ 

制
度
拡
充
を
す
る
こ
と
に
よ
り
事
務
負

担
は
。

答　
村
長

　
現
在
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
ゼ
ロ

歳
か
ら
中
学
生
ま
で
は
医
療
機
関
の
窓
口

支
払
い
が
な
い
「
現
物
給
付
」
、
高
校
生

は
、
窓
口
で
自
己
負
担
額
を
一
旦
支
払
う

「
自
動
償
還
」
と
な
っ
て
い
る
。
親
元
を

離
れ
生
活
す
る
高
校
生
が
急
な
病
気
や
け

が
な
ど
で
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に

は
、
現
物
給
付
で
受
診
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。

①�

「
北
部
圏
域
で
高
校
生
（
18
歳
）
ま
で

現
物
給
付
を
実
施
す
る
市
町
村
は
」
に

つ
い
て
は
、
名
護
市
、
国
頭
村
、
大
宜

味
村
、
東
村
、
金
武
町
、
恩
納
村
の
６

自
治
体
で
あ
る
。

②�

「
現
物
給
付
に
拡
充
す
る
場
合
、
シ
ス

テ
ム
の
改
修
等
多
額
の
予
算
は
必
要

か
」
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
や
国
保
連

合
会
、
他
自
治
体
へ
の
状
況
確
認
を
行

い
、
シ
ス
テ
ム
事
業
者
と
の
協
議
で

は
、
軽
微
な
手
続
き
で
対
応
で
き
る
と

の
事
で
、
多
額
の
予
算
を
要
せ
ず
に
現

物
給
付
へ
の
移
行
が
行
え
る
。

③�

、
制
度
拡
充
の
初
年
度
に
は
、
高
校
生

全
員
を
対
象
に
現
物
給
付
の
受
給
資
格

証
の
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
る
。
ま

た
、
国
保
連
合
会
か
ら
の
医
療
費
請
求

等
の
例
月
支
払
い
事
務
に
つ
い
て
は
、

現
物
給
付
と
し
て
一
元
化
さ
れ
る
の
で

事
務
負
担
は
生
じ
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。　

　

�　
村
と
し
て
は
、
引
き
続
き
関
係
機
関

と
調
整
を
行
い
、
令
和
６
年
４
月
か
ら

高
校
生
の
こ
ど
も
医
療
費
の
現
物
給
付

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

内
う ち

間
ま

 広
ひ ろ

樹
き

 議員

令
和
６
年
４
月
か
ら
高
校
生
の
こ
ど
も
医
療
費
現
物
給
付
を
実
施
し
た
い

村長 伊
江
村
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
現
物
給
付（
高
校
生
等
）ま
で
拡
充
を

こども医療受給者証こども医療受給者証

一
般
質
問
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問　
島
ら
っ
き
ょ
う
の
拠
点
産
地
で
あ
る

本
村
は
、
責
任
産
地
と
し
て
品
質
向
上
を

図
る
と
共
に
、
安
定
的
な
生
産
と
出
荷
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

　
早
め
に
島
ら
っ
き
ょ
う
生
産
農
家
の
意

見
を
集
約
し
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
冷

蔵
施
設
の
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
重

要
な
政
策
と
考
え
る
が
村
長
の
見
解
を
伺

う
。

答　
村
長

　
現
在
、具
体
的
な
冷
蔵
施
設
の
施
設
整
備

計
画
は
な
い
も
の
の
、こ
れ
ま
で
の
島
ら
っ

き
ょ
う
の
保
管
状
況
や
今
後
の
島
ら
っ
き
ょ

う
の
生
産
振
興
を
図
る
上
で
も
Ｊ
Ａ
及
び
生

産
者
団
体
等
と
協
議
を
実
施
し
、修
繕
ま
た

は
新
た
な
場
所
へ
の
新
設
を
含
め
検
討
を
進

め
て
い
く
。

問　
令
和
６
年
度
に
は
事
業
要
求
し
、
令

和
７
年
度
に
は
活
用
が
で
き
る
計
画
は
。

答　
村
長

　
今
後
様
々
な
補
助
事
業
を
や
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
し
っ
か
り
数
値
を
押
さ
え
て

い
く
中
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
担
当
課
を

通
し
て
生
産
団
体
、
そ
し
て
Ｊ
Ａ
と
協
力

し
て
い
き
な
が
ら
、
全
て
の
事
業
を
模
索

し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

問　
伊
江
村
に
は
、
イ
エ
シ
マ
チ
ャ
セ

ン
シ
ダ
を
は
じ
め
ボ
ウ
コ
ツ
ル
マ
メ
、
ヒ

メ
ハ
マ
ナ
デ
シ
コ
等
の
希
少
植
物
が
、
村

内
に
自
生
し
て
い
る
。
ボ
ウ
コ
ツ
ル
マ
メ

は
、
沖
永
良
部
と
県
内
の
有
人
島
で
は
伊

江
村
だ
け
に
自
生
す
る
植
物
で
、
国
の
絶※

２

滅
危
倶
種
１
Ａ
類
（
最
高
ラ
ン
ク
）
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
リ
リ
ー
フ
イ
ー

ル
ド
公
園
や
湧
出
展
望
台
付
近
に
自
生
し

て
い
る
が
、
今
後
状
況
に
よ
っ
て
は
絶
滅

す
る
こ
と
も
危
倶
さ
れ
、
早
め
に
ボ
ウ
コ

ツ
ル
マ
メ
の
保
存
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
ボ
ウ
コ
ツ
ル
マ
メ
を
は
じ

め
と
し
た
島
の
希
少
植
物
群
落
を
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
公
園
で
栽
培
し
、
同
公
園
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
村
長

　

伊
江
村
に
は
数
多
く
の
植
物
が
自
生

し
、
特
に
城
山
周
辺
に
は
稀
少
植
物
で
島

固
有
の
イ
エ
ジ
マ
チ
ャ
セ
ン
シ
ダ
を
は
じ

め
様
々
な
植
物
が
自
生
し
て
い
る
。

　

ボ
ウ
コ
ツ
ル
マ
メ
の
栽
培
に
つ
い
て

は
、
３
年
ほ
ど
前
に
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
園
と

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
の
間
の
土
手
に
栽
培

し
、
き
れ
い
に
花
が
咲
い
た
と
い

う
こ
と
を
聞
い
て
お
り
、
今
後
も

子
ど
も
の
森
広
場
の
通
路
周
辺
も

含
め
、
自
然
に
繁
殖
で
き
な
い
か

検
討
し
た
い
。

問　
村
内
に
自
生
す
る
希
少
植
物

に
つ
い
て
は
、
保
存
が
で
き
る
体

制
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の

体
制
を
築
い
て
い
く
考
え
は
。

答　
副
村
長

　
知
識
人
を
お
招
き
し
て
、
伊
江

島
の
植
物
、
樹
木
に
つ
い
て
例
え

ば
散
策
を
し
な
が
ら
木
の
名
前
を

覚
え
た
り
、
学
習
会
を
通
し
て
島

の
樹
木
や
花
に
関
心
を
持
ち
な
が

ら
、
一
歩
一
歩
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む

よ
う
な
形
で
、
物
事
を
進
め
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

並
な み

里
ざ と

 晴
は る

男
お

 議員

関
係
団
体
等
と
協
議
し
、
修
繕
ま
た
は
新
設
も
含
め
検
討
し
て
い
く

村長 島
ら
っ
き
ょ
う
等
を
保
管
す
る
冷
蔵
施
設
の
計
画
は
な
い
か

伊
江
村
に
自
生
す
る
希
少

植
物
を
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
園

で
活
用
で
き
な
い
か

村長  
子
ど
も
の
森
広
場
周
辺
も
含

め
、自
然
に
繁
殖
で
き
な
い

か
検
討
し
た
い

※２ 絶滅危倶種１Ａ類
ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの。

ボウコツルマメボウコツルマメ
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問　
ゆ
り
祭
り
の
無
料
バ
ス
同
様
に
夏
休
み
の

港
～
旅
行
村
～
城
山
～
港
へ
の
バ
ス
も
無
料
と

な
っ
て
い
る
。
夏
休
み
だ
け
で
も
理
解
で
き
な

い
の
に
、
９
月
い
っ
ぱ
い
継
続
さ
れ
た
。

　
９
月
14
日
に
は
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
屋
内
運
動
場
で
開
催

さ
れ
た
が
、
そ
の
前
の
練
習
期
間
か
ら
試
合
当

日
ま
で
旅
行
村
入
口
で
、
客
が
誰
一
人
も
乗
車

し
て
い
な
い
バ
ス
が
何
度
も
往
来
す
る
の
を
目

の
当
た
り
に
し
た
。
練
習
中
多
く
の
年
配
者
か

ら
「
村
は
無
人
バ
ス
の
運
行
に
も
金
を
払
う
の

か
」
や
「
そ
ん
な
贅
沢
な
金
が
村
に
あ
る
の
か
」

等
々
、
数
多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
こ

で
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

① 

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
契
約
内
容
と
夏
休
み
期
間

だ
け
で
な
く
９
月
末
ま
で
継
続
運
行
し
た
理

由
は
。

② 

夏
休
み
期
間
と
９
月
末
ま
で
の
乗
客
実
績
は
。

③ 

運
行
計
画
に
対
す
る
無
人
運
行
の
回
数
は
。

④ 

バ
ス
料
金
を
無
料
に
し
た
こ
と
に
よ
る
観
光

客
の
増
加
状
況
と
そ
の
経
済
効
果
は
。

答　
村
長

　
夏
休
み
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
運
行

回
数
を
今
回
伸
ば
し
て
実
証
事
業
と
し
て
一
括

交
付
金
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
し
か
し

無
人
運
行
バ
ス
の
回
数
が
多
く
、
村
民
の
皆
さ

ん
か
ら
様
々
な
御
指
摘
を
受
け
、
事
業
へ
の
不

信
感
を
招
い
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
わ
び

を
申
し
上
げ
る
。

①�

伊
江
港
へ
の
フ
ェ
リ
ー
の
発
着
に
合
わ
せ
て

運
行
回
数
を
定
め
、
１
日
あ
た
り
の
運
行
時

間
と
走
行
距
離
を
積
算
し
、
村
内
に
事
業
所

が
あ
る
伊
江
島
観
光
バ
ス
と
契
約
を
行
っ

た
。
昨
年
９
月
は
土
日
や
祝
祭
日
の
み
の
運

行
で
あ
っ
た
が
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
今
年
度
は
９
月
の
平
日
も
運
行
し
た
。

②�

夏
休
み
は
、
33
日
間
運
行
し
、
延
べ
１
，

８
６
５
人
、
９
月
は
30
日
間
運
行
し
、
延
べ

８
２
６
人
が
乗
車
し
、
全
体
で
63
日
間
運
行

し
、
延
べ
２
，
６
９
１
人
が
乗
車
し
て
い

る
。

③�

無
人
運
行
は
、
夏
休
み
が
１
日
９
便
運
行
し

33
日
間
で
、
８
８
５
便
中
５
７
８
便

（
６
５
．
３
％
）
、
９
月
が
１
日
８
便
運
行

し
、
30
日
間
で
７
２
０
便
中
５
１
７
便

（
７
１
．
８
％
）
だ
っ
た
。

④�

昨
年
の
夏
休
み
期
間
の
乗
車
実
績
と
比
べ
、

約
２
倍
の
乗
車
が
あ
っ
た
。
観
光
客
向
け
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
販
売
し
、
飲
食
や

土
産
品
の
購
入
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。
今
回
の
実
証
結
果
を
踏
ま

え
、
見
直
す
べ
き
も
の
を
検
討
し
次
年
度
以

降
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会
や
関
係

機
関
と
夏
場
の
足
の
確
保
を
協
議
し
た
い
。

問　
９
月
の
一
般
質
問
の
中
で
、
村
長
は
無
料

に
す
る
理
由
と
し
て
何
度
も
「
観
光
客
は
フ
ェ

リ
ー
運
賃
を
払
っ
て
来
島
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

以
上
の
経
済
負
担
は
か
け
ら
れ
な
い
」
と
の
答

弁
だ
っ
た
が
、
今
で
も
そ
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
村
長

 

本
部
町
が
町
内
の
ホ
テ
ル
を
結
ぶ
無
料
バ
ス

を
一
括
交
付
金
で
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

「
伊
江
島
に
も
行
っ
て
み
た
い
」
と
の
話
が
あ
る

と
の
こ
と
で
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
本
部
港
ま
で

延
長
し
て
も
ら
っ
た
。
本
村
へ
の
観
光
客
の
誘

客
の
一
つ
に
な
る
と
思
い
、
村
内
で
も
無
料
バ

ス
を
実
施
し
た
。
次
年
度
は
無
料
バ
ス
を
止
め

て
夏
場
の
観
光
客
の
足
の
状
況
を
み
き
わ
め
た

い
。

問　
本
部
港
切
符
売
場
入
り
口
に
「
夏
休
み
は

伊
江
島
へ
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
!!
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

が
運
行
中
」
と
書
か
れ
た
桃
太
郎
旗
が
立
っ
て

い
る
。
無
料
バ
ス
で
観
光
客
が
増
え
る
と
は
思

え
な
い
。
村
長
が
考
え
る
観
光
施
策
は
た
だ
人

が
来
れ
ば
い
い
の
か
。
島
に
お
金
を
落
と
さ
せ

る
考
え
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
港
の
近
く
で
は

レ
ン
タ
カ
ー
や
貸
し
自
転
車
業
の
方
も
い
る
。

そ
の
方
々
に
迷
惑
は
か
か
ら
な
い
の
か
。
そ
の

様
な
気
持
ち
が
少
し
も
な
い
の
か
。

答　
商
工
観
光
課
長　
金
城
幸
人

 

事
業
開
始
前
に
、
レ
ン
タ
カ
ー
業
者
に
は
事

業
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
売
上
は
若
干

減
っ
た
。
影
響
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

問　
議
会
と
村
民
と
の
意
見
交
換
会
の
中
で
、

花
卉
農
家
か
ら
は
農
薬
の
補
助
は
で
き
な
い
か

と
の
要
望
が
あ
り
、
今
、
畜
産
農
家
の
方
は
飼

料
が
高
騰
し
、
牛
の
セ
リ
値
は
だ
い
ぶ
下
が
っ

て
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
。
離
島
の
人
口
が
減

り
、
農
業
人
口
が
減
れ
ば
、
耕
種
部
門
は
少
な

く
な
り
畜
産
が
農
業
の
主
流
に
な
る
と
言
わ
れ
、

畜
産
を
守
り
た
い
と
の
思
い
が
あ
る
。
皆
さ
ん

の
知
恵
を
出
し
合
い
、
観
光
客
の
負
担
を
考
え

る
の
で
は
な
く
、
一
括
交
付
金
は
村
民
の
為
に

使
っ
て
ほ
し
い
。

島
しまぶくろ

袋 義
よ し

範
の り

 議員

次
年
度
は
事
業
を
停
止
し
、
関
係
機
関
と
夏
場
の
観
光
客
の
足
の
確
保
に
つ
い
て
協
議
し
た
い

村長 夏
休
み
シ
ャ
ト
ル
バ
ス（
観
光
バ
ス
）の
料
金
は
徴
収
す
べ
き
だ
と
思
う
が

一
般
質
問

夏休みシャトルバス夏休みシャトルバス
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問　
平
成
27
年
３
月
定
例
会
で
博
物
館
の

機
能
を
有
す
る
（
仮
称
）
歴
史
、
文
化
、

民
俗
資
料
館
を
新
た
に
建
設
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
の
趣
意
の
一
般
質
問
に
、
島

袋
秀
幸
前
村
長
は
、
「
（
仮
称
）
歴
史
、

民
俗
資
料
館
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

島
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ

る
、
名
所
、
史
跡
や
具
志
原
貝
塚
を
歴
史

民
俗
教
育
及
び
観
光
資
源
と
し
て
整
備

し
、
保
存
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま

た
、
基
本
構
想
を
策
定
す
る
中
で
、
民
間

の
開
設
し
て
い
る
３
か
所
の
資
料
館
設
置

者
と
協
議
し
、
ど
の
よ
う
な
博
物
館
、
資

料
館
に
す
べ
き
か
検
討
を
重
ね
、
新
た
な

展
示
施
設
や
具
志
原
貝
塚
な
ど
の
整
備
を

進
め
て
い
く
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　
令
和
２
年
３
月
定
例
会
の
並
里
議
員
の

（
仮
称
）
伊
江
村
歴
史
民
俗
資
料
館
建
設

の
必
要
性
を
伺
う
と
の
一
般
質
問
に
、

宮
里
徳
成
元
教
育
長
の
答
弁
は
、
「
既
存

の
郷
土
資
料
館
、
平
和
資
料
館
は
展
示
ス

ペ
ー
ス
が
狭
く
、
資
料
館
建
設
の
必
要
性

を
実
感
し
、
具
現
化
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
、
現
今
、
建
設
に
つ
い
て
の
進

展
は
見
え
な
い
。

　
そ
こ
で
、
行
政
の
継
続
性
を
鑑
み
て
資

料
館
建
設
に
つ
い
て
の
、
現
村
長
、
現
教

育
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　
教
育
長　
玉
城
洋
之

　
公
共
施
設
の
整
備
と
し
て
、
新
庁
舎
建

設
が
優
先
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
新
庁
舎

建
設
と
並
行
し
て
ホ
ー
ル
等
の
機
能
を
兼

ね
備
え
た
複
合
施
設
の
整
備
が
で
き
な
い

か
。
そ
の
場
合
、
旧
庁
舎
と
な
る
現
在
の

庁
舎
を
博
物
館
や
歴
史
・
文
化
・
民
俗
資

料
館
を
兼
ね
備
え
た
（
仮
称
）
文
化
セ
ン

タ
ー
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
等
、
資
料

館
建
設
と
新
庁
舎
建
設
は
関
連
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
度
か
ら
新
庁
舎
建

設
と
同
時
進
行
で
資
料
館
建
設
の
内
部
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
建
設
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　
先
般
、
中
央
公
民
館
２
階
の
図
書

室
を
参
観
し
、
図
書
室
は
、
そ
こ
ら
の
倉

庫
を
連
想
さ
せ
読
書
の
場
所
と
し
て
は
、

時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
違
和
感
が
あ
っ
た
。

本
村
に
は
、
書
店
も
な
い
こ
と
か
ら
、
本

格
的
な
図
書
館
建
設
を
熱
望
す
る
村
民
も

多
々
い
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
図

書
館
建
設
の
考
え
は
な
い
か
に
つ
い
て
問

う
。

答　
教
育
長　
玉
城
洋
之

　
建
設
費
用
や
維
持
管
理
費
等
、
村
の
財

政
負
担
を
考
え
る
と
、
歴
史
・
文
化
・
民

俗
資
料
館
を
兼
ね
備
え
た
（
仮
称
）
文
化

セ
ン
タ
ー
に
図
書
館
を
併
設
し
た
複
合
施

設
と
し
て
整
備
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
く
。
そ
の
場
合
、
多
く
の
村
民
が
足
を

運
び
、
憩
い
の
場
所
と
し
て
、
時
代
に
即

し
た
図
書
館
と
な
る
よ
う
調
査
研
究
を
進

め
て
い
く
。

亀
か め

里
ざ と

 敏
と し

郎
ろ う

 議員

中
央
公
民
館
２
階
の
図
書

室
を
移
転
し
図
書
館
建
設

の
考
え
は
な
い
か

教育長  

時
代
に
即
し
た
図
書
館
と
な
る

よ
う
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く

新
庁
舎
建
設
と
同
時
進
行
で
内
部
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
建
設
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く

教育長 博
物
館
の
機
能
を
有
す
る（
仮
称
）歴
史
、文
化
、民
俗

資
料
館
の
建
設
に
つ
い
て
再
度
問
う

議会広報 いえそん
No.184   3 月号

一
般
質
問

伊江村郷土資料館・平和伊江村郷土資料館・平和資料館資料館



１．�こどもの医療費助成制度を現物給付にした市町村への国民健康保険への国庫補助の
削減は少子化対策にも逆行するものであり、直ちに条件を付けず全廃すること。

２．18歳までの医療費無料化を国の制度として実現すること。

１．�事故原因が究明され再発防止策が講じられるまで、全てのオスプレイの飛行を停止
すること。

２．事故原因を早期に究明しその結果を速やかに公表すること。
３．�事故発生時には迅速かつ正確に、機体に関する危険性などの関係情報を含め速や
かに提供すること。

４．普天間飛行場の一日も早い返還を実現すること。
５．日米地位協定を抜本的に見直すこと。

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣へ提出

決議第１号 同様の抗議文を
 あて先  駐日米国大使、在日米軍司令官、在日米軍沖縄地域調整官、在日米国総領事に提出

内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、沖縄及び北方対策担当大臣、沖縄防衛局長

伊江村立診療所・医療保健センター

あて先

Good Job

あの質問・質疑どうなった！？令和５年６月定例会

難病患者等の経済的な負担軽減への
支援事業の拡充はできないか

「
沖
縄
県
離
島
患
者
等
支
援
事

業
」
の
助
成
対
象
と
な
る
「
が

ん
患
者
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
、
指

定
難
病
患
者
、
特
定
疾
患
患
者
等
」
へ
の

支
援
措
置
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。
離
島
患
者
支
援
事
業
を
最
大
限
に
活

用
し
、
難
病
患
者
等
の
通
院
費
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

質
令
和
５
年
９
月
か
ら
、
離
島
患
者

等
通
院
費
支
援
事
業
が
ス
タ
ー

ト
。
受
付
は
、
医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

医
療
保
健
課
で
受
付
を
行
っ
て
い
る
。

現
県
の
離
島
患
者
等
通
院
費
支
援
事

業
で
対
象
と
な
る
疾
病
を
も
つ
離

島
患
者
等
へ
の
通
院
費
支
援
の
事
業
化
に

つ
い
て
、
早
急
に
検
討
を
行
い
、
離
島
患

者
等
へ
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

答

「現物給付」への国のペナルティを直ちに全廃することと
18歳までこども医療費無料制度早期実現などこども医療費
無料制度の改善を求める意見書を可決

米空軍横田基地所属ＣＶ２２オスプレイの墜落事故に抗議し、
原因究明・再発防止策が講じられるまで全てのオスプレイの
飛行停止を求める意見書を可決

意見書  第2号

意見書  第3号

12月14日

12月14日

（一部抜粋）

（一部抜粋）

議会広報 いえそん
No.184   3 月号 8

意
見
書
・
あ
の
質
問
•
疑
問
ど
う
な
っ
た
!?



 １月25日午後１時45分頃、伊江島補助飛行場でのパラシュート降下訓練中に、隊員３
人が強風に煽られ、演習場フェンスから約200ｍ離れた提供施設区域外の畑及び農道
に落下した。農作物等への被害はなかったものの、付近には農作業に従事する村民や車
両が往来する場所であり、一歩間違えば大惨事となる可能性もあった。また、隊員３人
の落下は危険性が高く断じて許されるものではない。
 伊江村議会は、パラシュート落下事故及び在沖米軍による事件・事故に対し、これま
で幾度となく再発防止を強く要請をしてきたにもかかわらず、今回の事故が発生したこ
とは極めて遺憾であると同時に、米軍の訓練に対する認識の甘さと米兵に対する安全
教育、徹底指導がなされていないことを証明するものであり、強い憤りを感じる。
 よって、本村議会は村民の尊い生命及び財産、安全・安心な生活を守る立場から提供
施設区域外へのパラシュート落下事故に対し厳重に抗議するとともに、下記事項を強く
要求する。

伊藤晋哉沖縄防衛局長に対し意見書を読み上げる渡久地議長伊藤晋哉沖縄防衛局長に対し意見書を読み上げる渡久地議長 意見書を手交する渡久地議長意見書を手交する渡久地議長

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
令和６年２月１日            沖縄県国頭郡伊江村議会

記
１．事故原因を徹底究明し、その結果を速やかに公表すること。
２．悪天候時の訓練は中止すること。
３．�伊江島補助飛行場における訓練時の飛行経路を徹底遵守し、民間上空
を飛行しないこと。

内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、内閣官房長官、沖縄及び北方対策担当大臣、
外務省特命全権大使、沖縄防衛局長あて先

伊江島補助飛行場でのパラシュート降下訓練中における
提供施設区域外への落下事故に対する意見書を可決

沖縄防衛局長に対し、全議員で
提供施設外への落下事故に対し厳重に抗議

発議  第１号 2月１日

2月５日

発議第２号 同様の抗議文を
　あて先  駐日米国大使、在日米軍司令官、在日米軍沖縄地域調整官、在沖米国総領事に提出

9 議会広報 いえそん
No.184   3 月号

意
見
書
・
要
請



　地域の課題解決に貢献したい企業が、国の認定した地方公共団
体の地方創生の取組みに対し、企業が寄付を行った場合に、法人
関係税から税額控除される制度です。

議会広報 いえそん
No.184   3 月号 10

令和６年 第１回臨時会 会期：令和６年２月１日（木）

議 案 番 号 件　　　名 議決結果

発 議 第１号 伊江島補助飛行場でのパラシュート降下訓練中における提供施設区域外への落下事
故に対する意見書　※Ｐ９参照 原案可決

発 議 第２号 伊江島補助飛行場でのパラシュート降下訓練中における提供施設区域外への落下事
故に対する抗議決議　※Ｐ９参照 〃

令和５年 第９回定例会 令和５年12月12日（火）～令和５年12月14日（木）

議 案 番 号 件　　　名 議決結果
諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について（東江前区：玉

たま
城
しろ
綾
あや
子
こ
氏） 原案適任

議 案 第66号 伊江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議 案 第67号 伊江村企業版ふるさと納税基金条例の制定について 〃

議 案 第68号 伊江村移住定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の制定について 〃

議 案 第69号 伊江村移住定住促進住宅新築工事の請負契約の変更について 〃

議 案 第70号 伊江島蒸留施設機能拡充事業整備工事（建築）の請負契約の変更について 〃

議 案 第71号 令和５年度伊江村一般会計補正予算（第６号） 〃

議 案 第72号 令和５年度伊江村診療所特別会計補正予算（第３号） 〃

議 案 第73号 令和５年度伊江村国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 〃

議 案 第74号 令和５年度伊江村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 〃

議 案 第75号 令和５年度伊江村水道事業会計補正予算（第３号） 〃

議 案 第76号 伊江村手数料条例の一部を改正する条例の制定について 〃

発委第３号 伊江村議会議員の請負の公表に関する条例の制定について 〃

意見書第２号 「現物給付」への国のペナルティを直ちに全廃することと18歳までこども医療費無料
制度の早期実現などこども医療費無料制度の改善を求める意見書　　※Ｐ８参照 〃

意見書第３号 米空軍横田基地所属ＣＶ２２オスプレイの墜落事故に抗議し、原因究明・再発防止策
が講じられるまで全てのオスプレイの飛行停止を求める意見書　※Ｐ８参照 〃

決 議 第１号 米空軍横田基地所属ＣＶ２２オスプレイの墜落事故に抗議し、原因究明・再発防止策
が講じられるまで全てのオスプレイの飛行停止を求める抗議決議　※Ｐ８参照 〃

議 決 の 結 果

◆議案第67号 企業版ふるさと納税ってなぁに!?

議
決
の
結
果



～あなたの声、議会に届きましたか～

 議会報告・村民との意見交換会を12月６日（水）はにくすにホールで開催し、
46名の参加がありました。議会報告会（議会のしくみや議員報酬等）、団体から
事前に頂いた質問の回答、当日参加された方からの質問、回答を行い午後７時
から午後９時まで活発な意見が飛び交いました。

11

詳しい内容
については、

令和６年６月号
（№185)に

掲載！！

12 / 6

村婦人会役員等12月定例会
感想やご意見ありがとうございました感想やご意見ありがとうございました

12/ 12

●子育て支援の充実、子供食堂。
●�保健所の許可した調理場があると新しい商品開発に
繋がるのでないか。

●�台風時フェリーの避難港の建設、大口港西側にフェ
リーが避難できるドッグを建設したら、避難中に船員
が家を空ける事で家族に負担がかからなくなる。ま
た、ドッグを造る事で船の検査等を島で出来る事に
よる技術者の雇用が図れ、多くメリットが生まれる。
村においてその考えはないか。

●初めての議会傍聴、貴重でした。
●�わかりやすく、傍聴してよかった。また傍聴に来たいと思い
ます。
●全課長の出席は必要かな？
●�島らっきょうの冷蔵庫についての質問すばらしいと思いま
した。
●子供の森に咲く、ボウコツルマメも楽しみです。
●�資料となる物はコピーして、一人一枚ずつ配布できるよう
にしてほしい。より一般質問が理解しやすくなる。

もし、あなたが議員ならどのよう
な質問をしますか。 議会傍聴の感想をご自由に記入ください。

「議会広報　いえそん」をご覧に
なったことはありますか。

①いつも見ている（8人） ②見たことはある（５人）

傍聴者傍聴者のの声声一部紹介

議会広報 いえそん
No.184   3 月号

議議会報告・会報告・村村民民とのとの意見交換会意見交換会

当日の質問を一部紹介
●�農薬、出荷箱等の助成について
●��堆肥の支援について、年末までの期間となっているが�
殺到した場合の対応は大丈夫か

●�北部テーマパークの開園に向けて伊江村にも波及できるような取り組みを
●�ふるさと納税を活用した地域観光を
●�以前実施していた大型特殊の免許取得を島でできるよう復活できないか
●�伊江村青少年旅行村のビーチ整備について

伊江村議会伊江村議会初初のの意
見
交
換
会
・
傍
聴
者
の
声
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第1回コンクールは平成7年度から開催され、第12回（平成19年度）から隔年開催。
第14回（平成23年度）に奨励賞を受賞、第19回最優秀賞（令和３年度）を受賞

第20回沖縄県町村議会
広報コンクール

編集方針や企画性を
高く評価

議会広報 いえそん

　広報コンクールにおいて議会広報「いえそ
ん」が第19回（令和３年度）に続き２回目の最
優秀賞に輝いた。広報委員会の並里晴男委員
長は「住民（読者）目線で、用語の説明や文字
の大きさなどを工夫した。お年寄りの題字記
入や小中学生による議会傍聴やあの質問どう
なった？村の広報誌『イーハッチャー』とのコ
ラボレーションクイズなどの企画やデザイン構
成も高く評価された。『老人ホームいえしま』や
『ふさと苑』、『昴』の皆様、（株）ちとせ印刷
の皆様をはじめ、ご協力いただきました皆様に
感謝」と笑顔。
　年４回（3月・6月・9月・12月）の広報紙発行
をお楽しみに♪
　２月27日（火）沖縄県町村議会議長会の総
会で表彰された。

最優秀賞

議場の雰囲気
●

るいてしリピリピ、でか静 
● るあが感張緊 
● い重が気空 
●

気囲雰いなけいはてて立を音 

印象に残った発言●
）てっろそなんみ（！しな議異 

● 成育の者継後 

議場での発見
●

）も長村（ぶ呼と君〇〇 
●

るあつず本一なんみがクイマ 
●

るかわが間時るいてっべゃしでータニモ 
● いないが性女 
●

いな少が人い若 

議会を見学しての感想●

でか静もりよのもたいてし想予は気囲雰 
ビックリした。こうやって伊江島の事を決めているんだなと思いました。●

ピリピが場会、ていてっ持を感張緊なんみ 
リしていたので、これが、村の事を決めることなんだなと思いました。●

を事の長村、は事るいてっ残に象印番一 
〇〇君と呼ぶことです。最初は〇〇さんとか、〇〇様で呼ぶかと思っていたら、予想外の〇〇君で驚きました。●

解理りまんあかるいてっいを何で話いし難 
できなかったけど、僕たちの為になる事を真剣に話をしてくれていると思うのでとてもありがたいです。

議会を
見学しての

感想
（一部抜粋）

Ｑ  レストランや食堂を増やしてほしい　この前、みんなでご飯を食べに行こうとしてお店
をまわったら、どこもお店はいっぱいだったから、も
っとレストランをふやしてほしい。Ａ．村内の飲食店は、昼に飲食する場所が少ない

のが実情で、現在、伊江港旧ターミナルでは
昼営業を行う店舗が準備しておりますので支援して
いきたいと考えております。（11月28日オープン）

Ｑ  方言を次の世代に 伝えていくためには　「島ふとぅば」も伊江島の受け継いできた伝統なので
未来に受け継いでいくべきだと思います。　例えば、幼小中を対象とした参加無料の方言を教える
英会話スクールのようなものを設けるなどがあります。
その授業内容で方言をマスターし、修了証書をもらえ
ば、それを高校推薦に出せる資格にできたりすると参加
者も増えて、方言を話せる人が増えると思います。また、
シニアの方との方言で話す事で新しい繋がりの輪がで
きて地域の団結力を高めることも出来ると思います。Ａ．イージマグチのスクールの提案はとても

良いアイデアです。　村文化協会では、伊江島方言による読み聞か
せなどの活動を行っている「島ふとぅば語りべの
会」があります。その語りべの会とも相談し、伊江
島方言を未来へ受け継げる仕組みができないか
検討していきたいと思います。　現在、伊江島方言では「しまふとぅば」という事

で、２月18日を「しまふとぅば」の日として、長年伊
江島方言の調査研究を行っている生塩睦子先生

（伊江村名誉村民）の監修を受けて発行した「伊
江島の民話集」の特集などを行っています。読み
聞かせ用のＣＤも付いていますので、ぜひ手に取
ってご覧ください。　また、９月中旬をイージマグチ推奨運動期間と

して全世帯に伊江島方言のあいさつのチラシを
配布し、防災無線でも伊江島方言を使ってイージ
マグチを推奨しています。　推奨運動は、まずは簡単なあいさつからはじめ

ようという趣旨で提唱していますので、地域の方
とイージマグチでのあいさつをよろしくお願いし
ます。

Ｑ 本島につなぐ橋　なぜなら橋があることによって時間関係なく病院に
行くことが出来るし、子どもが簡単に本島に遊びに行け
る。しかし橋があることによって空き巣に入られ村に平
和が訪れない。でも僕は橋がかかっていてほしいです。Ａ．本島へ橋を架けるには、長期間は勿論のこと、莫

大な建設費用がかかります。村にとっても天候や
災害など離島特有の課題に左右されない架橋建設を長
年にわたり要望しているところです。今後も継続して、国
や県に早期実現を要望していきたいと思っております。 Ｑ 交通についてのお願い　私は、たまに祖母に学校に送ってもらうことが、あります。その際に

右側から来た車に気づかない時があります。私の家の近くだけでな

く伊江村のいたる所にカーブミラーがなく危険な箇所があります。

他には川平団地の上の方にある畑の木が道路側に飛び出したりして

いるのでそういうのを減らしていただきたいです。Ａ．見通しが悪い交差点においても同様ですが、地域から要望が
ある際は、現場の状況を検討して、必要な箇所へ設置していき

ます。交通に支障をきたす雑木等は、土地の所有者が管理しなけ

ればなりませんので、交通に支障を来す、または恐れのある雑木
等の管理の徹底と交通ルールの遵守と交通マナーの普及を本部
警察署と連携しながら、広報誌等で村民へ周知していきます。

伊江中学３年生からの

村を良くする為に考えよう！？

伊江小学校６年生の

開会前の議場の様子（伊江小６年生の作品）

議会広報 いえそん
No.183  12 月号 2

3

　令和５年６月15日に伊江小学校６年生が、一
般質問を、9月13日に伊江中学校３年生が一般
会計補正予算（第４号）の議会傍聴を行った。ま
た、傍聴前に各学校で、出前授業を行った。

　議会とは？伊江村議員の紹介、議会傍聴とは？伊
江村の予算（伊江中学校のみ）について説明を行っ
た。また、各班に分かれて、議員の一般質問を例に
自分たちならどう考える？授業を行った。

伊江小学校 伊江中学校 出前授業

議会広報 いえそん
No.183  12 月号

聴
傍
会
議

聴
傍
会
議

質問
（一部抜粋）

6月定例会、9月定例会 議会傍聴

出前授業の様子

議長あいさつ

伊江中学校３年生

伊江小学校６年生

２２連覇連覇

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

賞状を手に喜ぶ広報委員と事務局職員賞状を手に喜ぶ広報委員と事務局職員



◆議会開会数

◆意見書及び決議

◆一般質問 ◆議会傍聴人数
●森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める
意見書（9/14）

●「現物給付」への国のペナルティを直ちに全廃
することと18歳までこども医療費無料制度早期
実現などこども医療費無料制度の改善を求め
る意見書（12/14）

●米空軍横田基地所属ＣＶ22オスプレイの墜落
事故に抗議し、原因究明・再発防止策が講じら
れるまで全てのオスプレイの飛行停止を求める
意見書及び抗議決議（12/14）

（定例会４回、臨時会５回）

議会 人数 件数
３月定例会 ６ ７
６月定例会 ６ ９
９月定例会 ６ ９
１２月定例会 ６ ９
合計 24 34

議会 人数
３月定例会 14
６月定例会 26
９月定例会 34
１２月定例会 11
合計 85

伊江村議会の
活動報告

沖縄県町村議会広報研修会(広報クリニック）

令和５年 高齢者叙勲

町村議会広報編集委員・議会事務局職員

 内間俊英氏は、昭和49年から昭和61年までの３期12年
の議員在任中、地域の産業、教育、文化、福祉の向上に努め
た。昭和53年から８年間は経済常任副委員長を務め、村政
の発展と住民福祉の向上に尽力した。退任後も伊江村教育
委員に就任し、村の振興発展に貢献された。
 大城德二氏は、昭和53年から平成10年までの5期20年
の議員在任中、地域の産業、教育、文化、福祉の向上に努め
た。昭和61年から4年間は総務常任委員長を務め、村政の
発展と住民福祉の向上に貢献された。
 御二人の功績はきわめて多大であるとして、旭日単光章
を受章された。

 熊本大学客員教授で議会広報ファシリ
テーターの越

こえ
地
ち
真
しん
一
いち
郎
ろう
氏を講師にお招きし

「少しは化けましたか！！」～創意、熱意の
取組みに学ぶ～と題した研修会に、議会広
報委員と事務局職員が参加した。伊江村を
初め他４町村が発行する議会広報誌につ
いて、越地氏がインタビュアーとなり質問
形式の研修会が行われた。

渡久地政雄議長と内間俊英氏
（大城德二氏は一身上の都合
により自宅にて伝達）

13

1/ 30

内
う ち

間
ま

俊
しゅん

英
え い

氏､大
お お

城
し ろ

德
と く

二
じ

氏 旭日単光章受章

議会広報 いえそん
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令和
5年

越地真一郎氏から「議会広報いえそん」
について質問を受けている様子



議会広報 いえそん
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卒業

私
た
ち
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未
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東江前区

島
しまぶくろ

袋�れあ

川平区

當
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銘
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渡
と

東江上区

知
ち

念
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西江前区山
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�桜
さ

咲
さ

西江上区

小
お

那
な

覇
は

蓮
れん

斗
と

東江上区

①�地域の人は温かく、自然豊
かで魅力的な島です。

②�飲食店を増やす、伊江島は
外食できる場所が少ない
と思うから、増やしたいと思う。

③�料理人になって島へ帰ってきます。そし
て飲食店か居酒屋を作ります。

①�村民のみなさん優しくて、元気な
所と挨拶をしてくれる所です。

②�村外に出た人がまた戻ってきて、
活気あふれる伊江島にし
たいです。

③�村民の役に立つ事が出
来る、伊江村役場で働
きたいです。

①�人が優しくて行事がいっぱいあると
ころだと思います。
②�村外に出た人がまた戻ってきて、活
気あふれる伊江島にしたいです。

③�人とたくさん関われてやりがいのあ
る仕事に就きたいです。

①�海が綺麗、山も綺
麗という一つの島
に美しい景色が数え
きれないほどある。

②�ゆり祭りや伊江島一周
マラソンなどの島のイ
ベントをより活性化し
てもっと観光客を呼び
込めるようにしたい。
③�将来の夢は、教師と大
好きなバレーボールを
一生続ける事なので、
これからも文武両道に
励みたい。

①�・�地域の人がみんな優しくて、話しやすい。
 ・海がめちゃめちゃ綺麗。・自然が豊か。
②�自然が豊かな事を利用した観光に力を入れ

て、観光客が多くくるような島にしたい。
③�動物に関われる仕事をしたいです。
そのために、仕事を調べて、自分が
なりたい！と思える仕事に向かって
努力します。

①�・�島ならではのイベントが沢山ある。
 ・�地域のみんなが優しくて、元気がある。
 ・�観光スポットが多くて、自然が豊か。
②�県外の方々に、伊江島のイベントをア
ピールして、伊江島に来たいと思える人
が多くなるようにしていきたいです。
③�まだ、決めていませんが、高校に

入って、検定や資格を取得
して、自分の将来の夢
を見つけられるように
頑張りたいです。

①伊江島のいいところは
②将来こんな伊江島にしたい
③将来の夢について

 ��3月に    �をする ��3月に    �をする
伊江中3年生に聞いてみました！伊江中3年生に聞いてみました！



１１月月 January

1212月月 December

２２月月 February
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議会の活動

� 4日�：�二十歳を祝う集い（議員）
   ��新年交換会(議員)
���5日�：�消防出初式（議員）�
� 9日�：�九州各県町村議会議長会協議会(議長/鹿児島県)
�11日�：�例月出納検査（虻江修監査委員）
�15日�：�初セリ市（議員）
   ��北部市町村会・北部議長会新年会（正副議長/名護市）
�17日�：��令和5年度沖縄県市町村自治会館管理組合役員県外視察研修
� � � （議長/栃木県・福島県）
�19日�：�伊江村防災会議（並里晴男議員）
   ��令和6年建設業協会北部支部新春の集い（議長/名護市）
�20日�：�やんばるの物産展（議長/那覇市）
�24日�：�名護東道路における延伸の早期実現要請(議長/東京都)
�26日�：�沖縄防衛局へパラシュート落下事故に対する要請行動（議長/嘉手納町）
�27日�：�北部地区医療人会新年会(議長/名護市)
�30日�：�町村議会広報研修会(広報委員・議長/那覇市)

� 1日�；�第１回伊江村議会臨時会
� 3日�：�ハイビスカス協会総会(議長)
� 5日�：�沖縄防衛局へパラシュート落下事故に対する意見書提出（全議/嘉手納町）
� 7日�～8日：北方領土返還要求全国大会、
� � � 全国町村議会議長会定期総会・都道府県会長会（議長/東京都）
�13日�：�定期監査（虻江修監査委員）
�14日�：�例月出納検査（虻江修監査委員）
� � � 健康づくり推進協議会（議長）
�14日�～15日：介護広域組合議会定例会及び研修会(島袋義範議員/読谷村)
�15日�：�広報委員会（広報委員・議長）
�16日�：�令和6年第1回沖縄県北部医療組合議会(定例会)（副議長/名護市）
�20日�：�市町村自治会館管理組合議会定例会（議長/那覇市）
�27日�：�北部広域組合議会定例会（議長/名護市）
   ��町村議会定例理事会・総会(議長/那覇市)
�28日�：�離島議員定期総会・研修会(議員/那覇市)
�29日�：�町村議会議員・事務局研修会・交流会(議員/那覇市)

消防出初式

やんばるの物産展

� 1日�：�経済・公営企業常任委員会(経済・公営企業常任委員）
� 3日�：�村政功労者表彰式、第5１回産業まつり表彰式(議員）
���4日�：�町村議長会定例会・懇親会（議長/那覇市）
� 5日�：�国民健康保険運営協議会（副議長）全員協議会(全議)
� 6日�：�「人権の花」開花式（議長/西小学校）
   �� 議会運営委員会、全員協議会
   �� 議会報告・村民との意見交換会(全議)
� 7日�：�村社協理事会（議長）
   �� 村社協評議委員会（虻江修議員）
� 8日�：�例月出納検査（虻江修監査委員）
�10日�：�第12回ハイビスカスカップ小中学生ゴルフ大会（議員）
�12日�～14日：第9回伊江村議会定例会(全議)
�18日�：�ゆり祭り実行委員会（正副議長）
�19日�：�令和5年度伊江村和牛改良組合総会（議長）
�20日�：�経済・公営企業委員会(経済・公営企業委員)
�22日�：�令和5年度伊江村福祉団体交流望年会(島袋勉議員)
�23日�：�伊是名村役場庁舎落成式(副議長/伊是名村)�
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あなたの声！！あなたの声！！

私たちの未来私たちの未来
最優秀賞！！最優秀賞！！

落下ＮＯ！落下ＮＯ！

今月の表紙紹介
P16

どんな
質問したの？
どんな
質問したの？

注目記事
トピックス

P2~7P2~7

伊江村議会事務局

女性の活躍！！
ダブル金賞！！

うれしいッちゅん！！
（0980）49-2924 伊江村議会事務局
議会や議会広報に関してご意見やご要望をお寄せ下さい。

読みやすいユニバーサルデザインフォントを
使用しています。

印刷インキに植物由来の原料を配合して、
温室効果ガスの発生を低減しています。

生年月日 昭和2年生　満96歳
行政区・屋号 東江前・グスクマンヤー

名　　前

　昨年カジマヤーを迎え、ますます元気な梅栄
さんです。来苑されると新聞２紙にゆっくり目
を通され、掲載記事について自分なりの意見を
述べられます。先日は「首里城が復元されたら
見に行きたいな」とおっしゃっています。ゲー
ムでは「うり！うり！うり！」と身を乗り出し
て熱くなることもしばしば。

職員からみた梅栄さん

城 間 梅 栄
しろ      ま      ばい    えい

題 字 記 入 者
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